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本
書
は
、
す
で
に
多
く
の
著
書
・
論
文
を
世
に
問
う
て
い
る
関
根
達
人
氏
（
以
下
、

「
著
者
」
と
す
る
）
が
、「
ア
イ
ヌ
考
古
学
」
に
関
す
る
最
新
の
知
見
を
縦
横
に
駆
使

し
て
書
き
下
ろ
し
た
著
書
で
あ
る
。
研
究
分
野
と
時
代
の
幅
広
い
著
者
で
あ
る
が
、

ア
イ
ヌ
考
古
学
に
関
す
る
著
書
と
し
て
は
、
濱
田
青
陵
賞
を
受
賞
し
た
学
術
論
文
集

で
あ
る
『
中
近
世
の
蝦
夷
地
と
北
方
交
易
：
ア
イ
ヌ
文
化
と
内
国
化
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
四
年
）、
一
般
書
と
し
て
好
評
を
博
し
た
『
モ
ノ
か
ら
見
た
ア
イ
ヌ
文
化
史
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
に
続
く
、
三
冊
目
の
単
著
と
な
る
。
な
お
、
既
発

表
の
二
冊
に
関
し
て
、
評
者
は
「【
研
究
動
向
】
ア
イ
ヌ
史
研
究
の
現
在
―
交
流
史

と
い
く
つ
か
の
論
点
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
一
〇
一
三
、
二
〇
二
一
年
）
の
な
か
で

若
干
の
私
見
を
記
し
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

本
書
は
一
般
書
に
分
類
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
著
者
の
最
新
の
見
解
が
ふ
ん
だ
ん

に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
分
野
を
専
門
と
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
も
読
み
応
え

の
あ
る
充
実
し
た
概
説
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
本
書
の
構
成
を
掲
げ
た
い
。

は
じ
め
に

第
1
章　

ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
ま
な
ざ
し

1　

ア
イ
ヌ
文
化
を
取
り
巻
く
現
状

2　

ア
イ
ヌ
文
化
・
日
本
（
ヤ
マ
ト
）
文
化
・
琉
球
文
化

第
2
章　

ア
イ
ヌ
研
究
の
歴
史

1　

中
世
・
近
世
の
和
人
か
ら
み
た
エ
ゾ
像

2　

植
民
地
研
究
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
考
古
学

3　

先
史
考
古
学
と
ア
イ
ヌ
考
古
学

4　

ア
イ
ヌ
史
と
考
古
学

5　

中
近
世
考
古
学
と
ア
イ
ヌ
研
究

第
3
章　

ア
イ
ヌ
文
化
成
立
前
の
北
海
道
―
ア
イ
ヌ
文
化
前
史
―

1　

北
海
道
の
旧
石
器
文
化
・
縄
文
文
化
・
続
縄
文
文
化

2　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
と
ア
イ
ヌ
文
化

3　

擦
文
文
化
と
ア
イ
ヌ
文
化

第
4
章　

ア
イ
ヌ
文
化
の
形
成
と
特
徴

1　

時
代
区
分
論

2　

ア
イ
ヌ
文
化
の
形
成
過
程

3　

中
世
的
世
界
の
形
成
と
ア
イ
ヌ
文
化
の
成
立

4　

擦
文
人
の
サ
ハ
リ
ン
進
出
と
ア
イ
ヌ
文
化
の
形
成

第
5
章　

和
人
の
進
出
と
ア
イ
ヌ
文
化
の
変
容

1　

道
南
の
戦
国
的
世
界
と
ア
イ
ヌ
社
会

2　

松
前
藩
の
成
立
と
ア
イ
ヌ
社
会
の
再
編

3　

蝦
夷
地
の
幕
領
化
と
ア
イ
ヌ
文
化
の
変
容

第
6
章　

本
州
ア
イ
ヌ
と
樺
太
ア
イ
ヌ

1　

本
州
ア
イ
ヌ
の
考
古
学
的
痕
跡

2　

樺
太
ア
イ
ヌ
と
サ
ハ
リ
ン
出
土
の
日
本
製
品

〔
書
評
〕

　

関
根
達
人
著

『
つ
な
が
る
ア
イ
ヌ
考
古
学
』

蓑
島　

栄
紀
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第
7
章　

ア
イ
ヌ
考
古
学
の
展
望

あ
と
が
き

　　
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
二
〇
一
九
年
の
「
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
法
」
施
行
以
後
、
ア

イ
ヌ
文
化
へ
の
社
会
的
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
過
去
の
実
態
に
即
し
た
ア
イ
ヌ

の
歴
史
に
関
す
る
理
解
が
浸
透
し
て
い
な
い
と
す
る
。
そ
こ
で
本
書
は
、
最
新
の
考

古
学
的
成
果
と
関
連
分
野
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、「
民
族
共
生
」
に
向
け
た
「
ア
イ

ヌ
考
古
学
」
を
提
示
す
る
と
す
る
。『
つ
な
が
る
ア
イ
ヌ
考
古
学
』
と
い
う
本
書
の

タ
イ
ト
ル
の
、
何
重
も
の
意
味
の
一
端
が
こ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

第
1
章
で
は
、
ま
ず
、
ア
イ
ヌ
民
族
は
、
和
人
が
本
格
的
に
進
出
す
る
以
前
か
ら
、

北
海
道
と
そ
の
周
辺
地
域
に
先
住
し
て
き
た
が
、
近
代
国
家
の
成
立
に
よ
っ
て
日
本

国
民
に
編
入
さ
れ
、
多
く
の
不
利
益
や
人
権
侵
害
を
受
け
て
き
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、

他
国
の
先
住
民
が
置
か
れ
た
の
と
同
様
の
経
験
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
後
、
一
九
七

〇
年
代
頃
か
ら
、
世
界
的
に
先
住
民
の
権
利
獲
得
運
動
が
活
発
化
し
、
二
〇
〇
七
年

の
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
に
結
実
す
る
が
、
そ
う
し
た
国

際
的
な
動
向
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、「
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
浮
上

し
、
学
術
研
究
に
も
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
と
く
に
、
過

去
に
研
究
者
に
よ
っ
て
不
公
正
な
方
法
で
収
集
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
の
遺
骨
・
副
葬
品
を

め
ぐ
る
問
題
は
現
在
も
未
解
決
で
あ
り
、
研
究
倫
理
を
整
備
す
る
取
り
組
み
も
現
状

で
顕
著
な
進
展
は
見
ら
れ
ず
、
現
在
の
ア
イ
ヌ
研
究
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
と
す
る
。
な
お
、
文
化
人
類
学
・
民
族
学
で
は
「
一
九
九
〇
年
か
ら
」
先
住
民
自

身
が
調
査
の
主
体
と
し
て
非
先
住
民
研
究
者
へ
の
批
判
的
意
見
を
強
め
て
い
る
と
す

る
が
（
一
二
頁
）、
こ
れ
は
「
一
九
九
〇
年
代
か
ら
」
の
ミ
ス
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
、
一
九
八
九
年
の
日
本
民
族
学
会
に
よ
る
「
ア
イ
ヌ
研
究
に
関
す
る
日
本
民
族

学
会
研
究
倫
理
委
員
会
の
見
解
」（『
民
族
學
研
究
』
五
四
（
一
）、
一
九
八
九
年
）

を
踏
ま
え
た
記
述
で
あ
ろ
う
か
。

　

島
尾
敏
雄
や
藤
本
強
、
佐
々
木
利
和
ら
先
学
の
問
題
意
識
を
継
承
し
、
日
本
列
島

（
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
）
に
は
「
ア
イ
ヌ
文
化
」「
日
本
（
ヤ
マ
ト
）
文
化
」「
琉
球
文
化
」

の
三
つ
の
文
化
圏
が
連
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
南
北
の
文
化
圏
は
、
本
土
に
「
中
世

的
世
界
」
が
形
成
さ
れ
た
一
二
世
紀
頃
を
画
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
「
民
族
社
会
」

と
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
と
す
る
。
文
字
史
料
の
少
な
い
前
近
代
の
ア
イ
ヌ
や
琉
球

の
研
究
に
は
、
考
古
学
が
き
わ
め
て
有
効
で
あ
り
、
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
の
南
北
の
「
前
近

代
交
易
型
社
会
」
と
い
う
枠
組
み
で
の
比
較
研
究
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。
な
お
、

ア
イ
ヌ
社
会
と
の
比
較
研
究
の
対
象
と
し
て
は
、
王
の
い
た
琉
球
よ
り
、
王
や
士
族

の
い
な
か
っ
た
奄
美
が
ふ
さ
わ
し
い
と
も
す
る
。

　

第
2
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
和
人
に
よ
る
「
ア
イ
ヌ
研
究
」
の
歩
み
を
、
そ
の
問

題
点
と
と
も
に
振
り
返
り
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
、
一
二
世
紀
頃

に
、
和
人
の
意
識
に
「
エ
ゾ
」
認
識
が
表
出
し
て
く
る
が
、
こ
れ
は
、
考
古
学
的
な

擦
文
文
化
の
終
焉
／
ア
イ
ヌ
文
化
の
成
立
と
時
期
的
に
重
な
る
と
す
る
。
ま
た
、
各

種
の
『
聖
徳
太
子
絵
伝
』
の
な
か
の
エ
ゾ
の
描
写
を
比
較
し
、
一
一
世
紀
の
秦
致
貞

作
（
東
博
蔵
）
の
『
絵
伝
』
の
エ
ゾ
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
乏
し
い
が
、
一
四
世
紀
の
茨

城
県
那
珂
市
上
宮
寺
蔵
の
『
絵
伝
』
で
は
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
知
識
を
「
あ
る
程
度
」

踏
ま
え
た
描
写
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
和
人
が
ア
イ
ヌ
に

関
す
る
情
報
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
二
世
紀
頃
が
画
期
で
あ
る
と
す
る
。

　

江
戸
後
期
に
、
当
時
に
お
け
る
実
証
主
義
と
論
理
的
思
考
に
も
と
づ
き
、「
縄
文
」

と
「
ア
イ
ヌ
」
の
関
係
性
に
言
及
し
た
菅
江
真
澄
の
業
績
の
先
駆
性
を
評
価
す
る
。
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明
治
以
降
に
は
日
本
列
島
の
先
住
民
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
化
し
、
ア
イ
ヌ
説
と
非

ア
イ
ヌ
説
が
議
論
さ
れ
る
が
、
そ
の
過
程
で
人
類
学
者
・
考
古
学
者
に
よ
る
遺
骨
収

集
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
の
ア
イ
ヌ
研
究
に
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
る
一
因
と

な
っ
た
と
す
る
。
次
い
で
、
戦
後
の
ア
イ
ヌ
考
古
学
を
主
導
し
た
駒
井
和
愛
、
渡
辺

仁
、
宇
田
川
洋
ら
の
学
問
の
系
譜
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
は
先
史
考
古
学
・
生
態
人
類

学
的
考
古
学
の
色
彩
が
強
い
研
究
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
継
承
者
と
し
て
、
近
年

の
瀬
川
拓
郎
の
研
究
に
触
れ
る
。
瀬
川
の
研
究
は
、
北
に
ば
か
り
目
を
向
け
て
い
た

ア
イ
ヌ
考
古
学
を
南
に
も
目
を
向
け
さ
せ
た
が
、
そ
こ
で
は
「
ア
イ
ヌ
文
化
」
の
考

古
学
的
デ
ー
タ
の
具
体
的
な
検
討
は
不
足
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

ア
イ
ヌ
考
古
学
を
日
本
の
中
近
世
考
古
学
の
成
果
と
接
合
す
る
こ
と
は
、
ア
イ
ヌ
考

古
学
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
意
義
で
あ
り
、
そ
の
点
に
著
者
に
よ
る
研
究
の
大
き
な

特
徴
が
あ
る
と
す
る
。

　

第
3
章
で
は
、
旧
石
器
文
化
か
ら
擦
文
文
化
ま
で
を
対
象
に
、
著
者
の
い
う
「
ア

イ
ヌ
文
化
前
史
」
の
流
れ
と
特
徴
、
の
ち
の
「
ア
イ
ヌ
文
化
」
と
の
関
係
が
描
か
れ

る
。
と
く
に
、
続
縄
文
文
化
の
意
義
を
重
視
し
、
弥
生
文
化
に
比
べ
「
遅
れ
た
」
文

化
で
は
な
い
と
す
る
。
津
軽
海
峡
は
稲
作
の
可
否
を
分
け
る
ほ
ど
の
障
壁
で
な
く
、

道
南
の
続
縄
文
人
は
「
稲
作
を
お
こ
な
お
う
と
思
え
ば
で
き
た
が
、
あ
え
て
お
こ
な

わ
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
と
く
に
続
縄
文
前
期
の
恵
山
文
化
に
つ
い
て
、
本
州
と
の

交
易
の
た
め
水
田
稲
作
で
な
く
狩
猟
・
漁
労
に
特
化
す
る
道
を
選
ん
だ
と
す
る
。
ま

た
、
高
瀬
克
範
の
見
解（『
続
縄
文
文
化
の
資
源
利
用
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
）

を
踏
ま
え
、
続
縄
文
後
期
に
は
、
縄
文
・
弥
生
の
ど
ち
ら
と
も
異
な
る
、
の
ち
の
「
前

近
代
ア
イ
ヌ
文
化
期
」
に
つ
な
が
る
社
会
経
済
的
特
徴
が
成
立
し
た
と
す
る
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
に
つ
い
て
概
観
し
、
従
来
、
イ
オ
マ
ン
テ
（
仔
熊
飼
育
型
ク
マ

送
り
儀
礼
）
の
源
流
の
問
題
な
ど
の
面
で
、
ア
イ
ヌ
文
化
と
の
つ
な
が
り
が
注
目
さ

れ
て
き
た
と
す
る
。
枝
幸
町
目
梨
泊
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
金
銅
装
直
刀
の
意
義
を
重

視
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
担
い
手
は
、
大
陸
や
擦
文
集
団
と
の
交
易
だ
け
で
な
く
、

律
令
国
家
と
も
パ
イ
プ
を
も
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
、「
ア
イ
ヌ
文
化
の
文
化

要
素
の
系
譜
」
に
結
論
を
出
す
た
め
に
は
、
①
擦
文
文
化
に
組
み
込
ま
れ
た
オ
ホ
ー

ツ
ク
文
化
の
文
化
要
素
、
②
一
三
、
一
四
世
紀
の
ア
イ
ヌ
文
化
の
北
上
に
と
も
な
う

大
陸
文
化
の
受
容
、
③
ヤ
マ
ト
文
化
の
影
響
、
の
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
な
検
討
が
必
要

だ
と
す
る
（
こ
の
点
は
第
4
章
に
詳
述
さ
れ
る
）。

　

擦
文
文
化
の
成
立
に
か
か
わ
る
本
州
文
化
の
影
響
に
つ
い
て
、「
エ
ミ
シ
社
会
の

生
活
様
式
・
生
活
用
具
を
北
海
道
に
持
ち
込
ん
だ
」
も
の
と
す
る
。
ま
た
、「
擦
文

文
化
」
の
な
か
に
「
ア
イ
ヌ
文
化
」
に
継
承
さ
れ
る
要
素
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
。

ア
ワ
・
キ
ビ
・
ヒ
エ
を
利
用
す
る
「
ア
イ
ヌ
文
化
の
雑
穀
栽
培
」、
対
和
人
の
交
易

品
で
あ
る
皮
革
・
矢
羽
根
・
サ
ケ
・
コ
ン
ブ
は
、
擦
文
時
代
後
半
に
は
出
揃
っ
て
い

た
と
す
る
。
本
州
か
ら
北
海
道
へ
の
移
出
品
と
し
て
は
、
鉄
製
品
が
最
重
要
で
あ
る

と
す
る
。
威
信
財
と
し
て
は
、
七
、
八
世
紀
の
鉄
刀
と
、
一
〇
、
一
一
世
紀
の
佐
波

理
鋺
が
重
要
で
、
そ
こ
に
は
時
代
に
よ
る
交
易
の
担
い
手
の
変
化
が
か
か
わ
っ
て
い

た
と
す
る
。
さ
ら
に
、
一
二
世
紀
に
台
頭
す
る
奥
州
藤
原
氏
の
北
方
交
易
の
実
像
が
、

近
年
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
し
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
近
年
の
厚
真
町
に

お
け
る
発
掘
成
果
を
紹
介
す
る
。「
擦
文
文
化
」
と
「
ア
イ
ヌ
文
化
」
の
「
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
」
を
つ
な
い
だ
重
要
な
成
果
と
し
て
そ
の
意
義
を
強
調
す
る
。

　

第
4
章
で
は
、「
ア
イ
ヌ
文
化
の
形
成
」
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
論
ず
る
。
歴
史

叙
述
に
は
時
代
区
分
が
必
須
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
擦
文
文
化
の
あ
と
、
近
代
ま

で
の
時
代
を
「
前
近
代
ア
イ
ヌ
文
化
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
案
す
る
（
な
お
こ
れ
は
、
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関
根
ほ
か
編
『
ア
イ
ヌ
文
化
史
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
二
年
）
で
す
で
に

示
さ
れ
て
い
る
立
場
で
あ
る
）。
そ
し
て
、「
ア
イ
ヌ
文
化
の
文
化
要
素
」
を
「
生
業
」

「
生
活
用
具
（
衣
・
食
・
住
）」「
儀
礼
・
信
仰
」
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ホ
ー
ツ

ク
文
化
、
擦
文
文
化
、
ヤ
マ
ト
文
化
、
ア
ム
ー
ル
女
真
文
化
と
の
影
響
関
係
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
こ
う
し
た
き
わ
め
て
具
体
的
な
検
討
の
う
え
に
、
今
日
に
継
承
さ
れ

る
「
ア
イ
ヌ
文
化
」
に
お
け
る
、
玉
・
鏡
・
刀
剣
を
宝
物
と
し
て
珍
重
す
る
精
神
や
、

蝦
夷
刀
や
鍬
形
な
ど
の
形
態
に
は
、
古
代
や
中
世
前
期
の
日
本
か
ら
の
影
響
が
強
い

こ
と
を
指
摘
す
る
。
伝
統
的
な
「
ア
イ
ヌ
文
化
」
が
示
す
「
価
値
観
」
に
つ
い
て
、

「
次
第
に
日
本
社
会
と
の
関
係
性
を
深
め
る
一
方
で
、
彼
ら
の
価
値
観
は
中
世
前
期

の
段
階
で
「
固
定
」
さ
れ
、
そ
れ
以
降
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」（
九
六
頁
）

と
す
る
。
こ
う
し
た
論
点
に
は
、
近
年
の
日
本
史
研
究
に
お
け
る
「
国
風
文
化
」
を

め
ぐ
る
議
論
な
ど
を
彷
彿
と
さ
せ
る
部
分
が
あ
り
、
興
味
深
い
。

　

ま
た
、「
擦
文
人
の
サ
ハ
リ
ン
進
出
」
に
よ
っ
て
、
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
ア

ム
ー
ル
女
真
（
パ
ク
ロ
フ
カ
）
文
化
と
接
触
し
た
こ
と
が
、「
ア
イ
ヌ
文
化
の
形
成
」

の
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
と
の
見
通
し
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
四
年
の
著

書
で
も
示
さ
れ
て
い
た
論
点
で
あ
る
が
、
や
は
り
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。
以
上
を

踏
ま
え
て
、「
北
海
道
の
古
代
文
化
」
を
土
台
に
、
南
の
ヤ
マ
ト
文
化
、
北
の
ア
ム
ー

ル
女
真
文
化
が
接
触
し
、
そ
れ
ら
が
一
種
の
「
化
学
反
応
」
を
起
こ
し
て
「
ア
イ
ヌ

文
化
」
が
生
ま
れ
た
と
す
る
。

　

第
5
章
は
、
中
近
世
の
北
海
道
史
の
通
史
を
、
主
と
し
て
考
古
学
サ
イ
ド
か
ら
見

通
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
非
常
に
充
実
し
た
叙
述
で
あ
る
。
奥
州
藤
原
氏
滅
亡
後

（
な
お
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
の
奥
州
藤
原
氏
の
滅
亡
を
「
文
治
三
年
（
一
一

八
七
）」
と
誤
記
し
て
い
る
（
一
〇
三
頁
））
の
北
方
交
易
に
つ
い
て
、
陶
磁
器
の
出

土
状
況
か
ら
和
人
の
活
動
を
読
み
解
き
、
津
軽
安
藤
氏
に
つ
い
て
、
十
三
湊
と
と
も

に
、
港
湾
拠
点
と
し
て
の
余
市
が
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
と
す
る
（
吉
岡
康
暢
に
よ

る
論
点
の
継
承
）。
こ
れ
ら
の
拠
点
で
の
交
易
の
画
期
は
、
一
三
世
紀
末
か
ら
一
四

世
紀
前
葉
で
あ
り
、
津
軽
安
藤
氏
に
よ
る
北
方
交
易
の
本
格
化
を
鎌
倉
後
期
以
降
と

す
る
。
と
す
れ
ば
、
鉄
鍋
の
流
通
な
ど
に
よ
る
土
器
の
廃
絶
と
結
び
つ
い
た
、
通
説

的
な
一
三
世
紀
の
画
期
と
は
因
果
関
係
に
お
い
て
ズ
レ
が
生
じ
る
が
、
こ
の
点
の
説

明
が
本
書
で
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。

　

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
の
背
景
に
つ
い
て
、
津
軽
安
藤
氏
が
南
部
氏
に
敗
北
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
十
三
湊
と
余
市
を
軸
と
す
る
安
定
し
た
北
方
交
易
が
終
わ
っ

た
こ
と
で
、
テ
リ
ト
リ
ー
を
め
ぐ
る
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
摩
擦
が
昂
じ
、
民
族
間
の
戦

い
に
発
展
し
た
も
の
と
す
る
。
近
年
有
力
視
さ
れ
て
い
る
、
土
木
の
変（
一
四
四
九
）

に
よ
る
明
朝
の
勢
力
後
退
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
の
遠
因
と
な
っ
た
と
い
う
中
村

和
之
の
仮
説
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
志
海
苔
の
一
帯
は
ア
イ
ヌ
向
け
金

属
製
品
の
一
大
産
地
で
あ
っ
た
と
し
、
志
海
苔
古
銭
も
銅
素
材
と
し
て
備
蓄
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
こ
の
戦
い
で
ア
イ
ヌ
は
、
毒
矢
の
ほ
か
鉄
鏃
や
日
本
刀

も
武
器
と
し
て
活
用
し
て
い
た
と
推
測
す
る
。
夷
王
山
墳
墓
群
の
知
見
な
ど
か
ら
、

勝
山
館
に
お
い
て
ア
イ
ヌ
と
和
人
が
「
共
生
」
し
て
い
た
と
す
る
が
、
そ
の
内
実
は
、

蠣
崎
氏
が
他
の
和
人
館
主
た
ち
と
の
合
従
連
衡
の
な
か
で
「
ア
イ
ヌ
の
一
部
を
味
方

に
つ
け
て
い
た
」
も
の
だ
と
す
る
。
こ
の
ア
イ
ヌ
た
ち
は
、
通
婚
な
ど
に
よ
り
形
質

や
生
活
様
式
の
面
で
の
和
人
化
が
進
ん
で
い
た
が
、
祭
祀
・
葬
法
・
食
生
活
な
ど
に

ア
イ
ヌ
民
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
続
け
て
い
た
と
す
る
。

　

シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
の
前
夜
の
一
六
四
〇
年
代
に
は
、
ア
イ
ヌ
社
会
に
急
速

に
喫
煙
が
普
及
し
、
一
気
に
道
東
や
樺
太
ア
イ
ヌ
に
ま
で
広
ま
っ
た
と
す
る
。
ま
た
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当
時
、
松
前
藩
が
最
も
欲
し
た
産
物
は
シ
カ
皮
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ア
イ
ヌ
社
会
で

活
動
す
る
「
渡
り
の
漆
職
人
」
の
存
在
を
推
定
す
る
点
は
興
味
深
い
。
シ
ャ
ク
シ
ャ

イ
ン
の
戦
い
の
背
景
と
し
て
、
交
易
の
た
め
の
動
物
資
源
獲
得
を
め
ぐ
る
ア
イ
ヌ
の

地
域
集
団
間
の
軋
轢
に
加
え
、
ア
イ
ヌ
の
テ
リ
ト
リ
ー
へ
の
和
人
の
侵
入
、
一
六
六

七
年
の
樽
前
山
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害（
と
く
に
シ
カ
資
源
や
畑
作
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
）

と
い
う
三
つ
の
要
因
が
複
合
し
て
起
き
た
と
す
る
。
通
説
化
し
て
い
る
不
公
正
な
交

易
レ
ー
ト
の
問
題
は
こ
こ
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
。

　

幕
末
に
は
、
和
人
の
移
住
増
に
よ
り
、
一
九
世
紀
中
葉
に
蝦
夷
地
に
お
け
る
陶
磁

器
の
出
土
量
が
爆
発
的
に
増
す
が
、
そ
れ
は
、
肥
前
系
磁
器
膾
皿
、
上
野
・
高
取
系

、
徳
利
の
「
幕
末
蝦
夷
地
三
点
セ
ッ
ト
」
に
圧
倒
的
に
偏
り
、
ア
イ
ヌ
が
日
常
生

活
で
陶
磁
器
を
使
う
よ
う
に
な
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
一
九
世

紀
の
松
前
で
は
ア
イ
ヌ
向
け
の
ガ
ラ
ス
玉
が
大
量
に
製
作
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。

　

第
6
章
で
は
、
近
世
の
本
州
ア
イ
ヌ
と
樺
太
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
州
ア

イ
ヌ
は
、
文
献
史
料
で
は
戦
国
時
代
以
降
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
れ
以
前
の
状
況
が
不
明
だ
が
、
近
年
の
青
森
県
内
の
中
近
世
遺
跡
の
発
掘
調
査
か

ら
こ
の
問
題
に
迫
れ
る
と
す
る
。
な
か
で
も
東
通
村
浜
尻
屋
貝
塚
は
、
ア
ワ
ビ
漁
の

た
め
、
一
四
、
一
五
世
紀
の
本
州
ア
イ
ヌ
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
漁
村
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
、
浪
岡
城
跡
、
聖
寿
寺
館
跡
な
ど
の
中
世
城
館
か
ら
骨
製
の
中
柄
や
鏃
な
ど
が

出
土
す
る
こ
と
に
注
目
し
、『
氏
郷
記
』
な
ど
に
み
え
る
、
和
人
領
主
た
ち
に
動
員

さ
れ
た
毒
矢
を
使
用
す
る
本
州
ア
イ
ヌ
の
存
在
を
示
唆
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
津
軽

（
大
浦
）
氏
関
連
の
遺
跡
で
は
本
州
ア
イ
ヌ
関
連
の
遺
物
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

津
軽
為
信
は
既
存
の
北
奧
の
領
主
と
違
い
、
本
州
ア
イ
ヌ
と
敵
対
的
で
あ
っ
た
と
す

る
。
さ
ら
に
、
本
州
ア
イ
ヌ
の
習
俗
や
交
易
に
つ
い
て
も
考
古
学
的
に
記
述
す
る
。

　

樺
太
ア
イ
ヌ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
玉
蟲
左
太
夫
『
入
北
記
』
や
松
浦
武
四
郎
の

著
述
な
ど
か
ら
、
一
八
五
〇
年
代
の
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
先
住
民
（
樺
太
ア
イ
ヌ

ほ
か
、
ニ
ヴ
フ
や
ウ
イ
ル
タ
を
含
む
）
の
居
住
域
や
人
口
に
つ
い
て
具
体
的
に
明
ら

か
に
す
る
。
こ
う
し
た
基
礎
的
な
知
見
を
踏
ま
え
て
、
考
古
資
料
か
ら
樺
太
ア
イ
ヌ

の
習
俗
や
交
易
の
実
態
に
つ
い
て
述
べ
る
。
樺
太
ア
イ
ヌ
に
お
い
て
も
日
本
製
品
が

珍
重
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
出
土
品
の
器
種
構
成
か
ら
、
樺
太
ア
イ
ヌ
も
北
海
道

ア
イ
ヌ
と
同
様
の
酒
儀
礼
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
他
、
金
属
製
煙
管
、

鉄
鍋
、
銭
貨
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
考
古
資
料
に
関
す
る
限
り
樺
太
ア
イ
ヌ
と
北

海
道
ア
イ
ヌ
の
物
質
文
化
は
似
て
い
る
と
す
る
。
例
外
と
し
て
、
樺
太
ア
イ
ヌ
の
女

性
が
身
に
着
け
た
飾
金
具
付
革
帯
に
つ
け
ら
れ
る
透
か
し
入
り
の
飾
金
具
は
、
北
海

道
で
は
わ
ず
か
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
す
る
。

　

第
7
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ア
イ
ヌ
考
古
学
が
先
史
考
古
学
・
生
態
人
類
学
的
考

古
学
に
偏
り
過
ぎ
て
い
る
と
し
、
歴
史
考
古
学
的
手
法
の
重
要
性
を
重
ね
て
強
調
す

る
。
歴
史
考
古
学
的
手
法
に
は
、
文
献
史
料
や
伝
世
資
料
、
民
具
等
の
考
察
を
組
み

込
む
こ
と
が
欠
か
せ
ず
、
そ
の
成
功
例
と
し
て
、「
初
期
ア
イ
ヌ
文
化
期
」
か
ら
近

代
ま
で
の
タ
マ
サ
イ
の
編
年
を
あ
げ
る
。
タ
マ
サ
イ
は
一
八
世
紀
後
半
を
境
に
大
き

く
変
化
す
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
期
、
タ
マ
サ
イ
に
利
用
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
玉
の
主
体

が
大
陸
産
の
「
カ
ラ
フ
ト
玉
」
か
ら
ア
イ
ヌ
向
け
の
日
本
製
品
に
替
わ
っ
た
た
め
で

あ
る
と
す
る
（
一
九
二
頁
に
「「
カ
ラ
フ
ト
玉
」
が
」
と
あ
る
の
は
、「「
カ
ラ
フ
ト
玉
」

か
ら
」
の
誤
記
か
）。
ま
た
、
魚
皮
の
利
用
に
も
着
目
し
、
今
後
の
重
要
な
研
究
課

題
と
す
る
。
伝
世
し
た
ア
イ
ヌ
民
具
を
含
め
た
検
討
に
よ
り
、
研
究
の
一
層
の
深
化

が
期
待
で
き
る
と
す
る
。
と
く
に
、
製
作
技
術
の
研
究
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
承
活

動
と
直
結
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
を
主
体
と
す
る
研
究
の
進
展
が
望
ま
れ
る
と
す
る
。
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雑

な
が
ら
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
一
点
、

評
者
が
近
年
こ
だ
わ
っ
て
い
る
ア
イ
ヌ
史
の
時
代
区
分
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

こ
の
問
題
に
関
し
て
著
者
は
、
二
〇
二
〇
年
に
開
館
し
た
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物

館
の
歴
史
展
示
が
、
北
海
道
史
の
通
史
を
「
私
た
ち
の
歴
史
」
＝
「
ア
イ
ヌ
史
」
と

す
る
立
場
を
採
用
し
、
時
代
区
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。
そ
の
一
方
で
、

近
世
の
文
献
や
絵
画
、
一
九
世
紀
以
降
の
民
族
誌
な
ど
に
記
述
さ
れ
る
「
ア
イ
ヌ
文

化
」
に
立
脚
し
た
、
通
説
的
な
「
ア
イ
ヌ
文
化
期
」
と
い
う
概
念
に
は
、
①
「
一
二
、

一
三
世
紀
に
突
然
ア
イ
ヌ
民
族
が
あ
ら
わ
れ
た
」
と
か
、
②
「
明
治
以
降
ア
イ
ヌ
文

化
は
消
滅
し
た
」
と
の
誤
解
を
生
む
お
そ
れ
が
あ
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
認
識
の
う

え
に
著
者
は
、
近
現
代
に
大
き
な
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
も
、
現
在
も
「
ア
イ

ヌ
文
化
」
が
厳
然
と
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
、
従
来
の
「
ア
イ

ヌ
文
化
期
」
を
、「
前
近
代
ア
イ
ヌ
文
化
期
」
と
改
称
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　

ま
た
著
者
は
、「
ア
イ
ヌ
民
族
史
は
縄
文
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
え
る
」（
六
一

頁
）
と
す
る
な
ど
、
ア
イ
ヌ
史
の
連
続
性
・
継
承
性
を
随
所
で
強
調
し
て
い
る
。
こ

の
点
を
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お

著
者
は
、「
ア
イ
ヌ
文
化
を
定
義
し
、
擦
文
文
化
と
ア
イ
ヌ
文
化
を
切
り
わ
け
る
必

要
が
あ
る
」（
六
二
頁
）
と
す
る
。
こ
う
し
た
著
者
に
よ
る
ア
イ
ヌ
史
の
時
代
区
分

案
は
、
前
記
の
②
の
問
題
点
に
関
し
て
は
有
効
と
い
え
よ
う
が
、
①
の
課
題
に
つ
い

て
は
未
解
決
の
部
分
を
残
す
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、「
ア
イ
ヌ
文
化
の
定
義
」
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
、
リ

チ
ャ
ー
ド
・
シ
ド
ル
の
次
の
指
摘
を
参
照
し
た
い
（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ド
ル
著
／

マ
ー
ク
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
訳
『
ア
イ
ヌ
通
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
）。

…
ア
イ
ヌ
文
化
の
定
義
は
、
ア
イ
ヌ
か
ら
来
た
の
で
は
な
く
、
和
人
に
よ
っ
て

強
制
さ
れ
た
も
の
だ
。
ア
イ
ヌ
文
化
を
「
後
進
的
」
か
つ
「
劣
位
」
で
あ
る
と

見
な
し
た
公
的
な
蔑
視
か
ら
、「
尊
重
」
の
レ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
変
化
が
起
き
た

の
は
確
か
だ
が
、「
本
物
ら
し
さ
〔authenticity

〕」﹇
真
正
性
﹈
と
は
何
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
を
決
め
る
力
は
依
然
と
し
て
国
家
の
側
に
あ
る
。（
二
六
六
頁
）

…
文
化
振
興
法
に
お
い
て
国
家
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
た
「
真
正
の
」
ア
イ
ヌ
文

化
の
公
式
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
ア
イ
ヌ
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
「
伝
統
的

な
」

間
に
閉
じ
込
め
、
現
代
的
な
存
在
形
態
を
否
定
す
る
危
険
性
を
孕
ん
で

い
る
。（
二
七
六
頁
）

　

要
す
る
に
、
考
古
学
上
の
「
ア
イ
ヌ
文
化
期
」
と
い
う
概
念
は
、「
ア
イ
ヌ
を
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
し
た
「
伝
統
的
な
」

間
に
閉
じ
込
め
」
て
し
ま
う
ロ
ジ
ッ
ク
と
、

き
わ
め
て
似
通
っ
た
ロ
ジ
ッ
ク
を
前
提
と
し
て
お
り
、
シ
ド
ル
の
指
摘
す
る
よ
う
な
、

「
真
正
の
」
ア
イ
ヌ
文
化
を
和
人
側
が
定
義
す
る
と
い
う
既
存
の
権
力
関
係
を
な

ぞ
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
い
。
現
代
の
ア
イ
ヌ
の
生
活
や
文
化
を
、

紛
れ
も
な
い
「
ア
イ
ヌ
文
化
」
の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
る
の
と
同
様
に
、
考
古
学

上
の
「
擦
文
文
化
」
や
そ
れ
以
前
の
文
化
も
含
め
て
、
変
化
と
多
様
性
に
富
ん
だ
「
ア

イ
ヌ
文
化
」
の
一
部
と
し
て
把
握
す
る
よ
う
な
歴
史
認
識
と
時
代
区
分
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
、
本
書
に
は
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
い
く
つ
か
目
に
付
き
、
ア

イ
ヌ
語
表
記
の
不
統
一
も
み
ら
れ
る
。
子
音
の
あ
と
に
母
音
の
付
か
な
い
音
を
、
カ

タ
カ
ナ
の
小
文
字
で
表
記
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
（
六
九
頁
の
「
イ
ト
ク
パ
」
＝

itokpa

（
祖
印
）、
一
一
五
頁
の
「
ル
ム
」
＝rum

（
鏃
））、
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ

り
（
九
〇
頁
の
「
イ
コ
ロ
」
＝ikor

（
宝
）、
一
三
五
頁
の
「
ユ
ク
」
＝yuk

（
鹿
）

な
ど
）、
基
準
が
気
に
な
っ
た
。
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以
上
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
も
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
本
書
の
価
値
と
魅
力
を

大
き
く
減
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
書
で
は
、
考
古
学
の
資
料
だ
け
で
な
く
、
民
具

や
文
献
史
料
、
絵
画
資
料
、
と
き
に
は
口
承
文
芸
ま
で
利
用
し
て
ア
イ
ヌ
史
が
叙
述

さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
第
6
章
に
お
い
て
、
文
献
史
料
を
縦
横
に
活
用
し
て
一
九
世

紀
の
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
先
住
民
の
分
布
を
明
ら
か
に
し
た
箇
所
や
、
第
7
章
の
、

伝
世
し
た
民
具
資
料
の
タ
マ
サ
イ
を
銭
貨
の
年
代
を
糸
口
に
編
年
す
る
手
際
な
ど
は
、

著
者
の
研
究
の
学
際
的
手
法
が
存
分
に
威
力
を
発
揮
し
た
例
で
あ
り
、
出
色
の
成
果

と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
う
え
で
、
本
書
の
基
本
は
や
は
り
考
古
学
に
あ
り
、
良
質
の
写
真
や
実
測
図

が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
、
叙
述
の
「
根
拠
を
示
す
」「
事
実
に
も
と
づ
く
」
姿

勢
が
貫
徹
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
手
法
に
も
支
え
ら
れ
て
、
き
わ
め
て
具
体
的
な
叙

述
が
展
開
さ
れ
る
。
ア
イ
ヌ
史
に
つ
い
て
、
和
人
側
の
史
料
か
ら
み
た
政
治
史
と
の

関
係
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
モ
ノ
資
料
か
ら
文
化
史
や
生
活
史
、
社
会
史
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
筆
致
は
、
本
書
の
き
わ
だ
っ
た
魅
力
と
し
て
多
く
の
読
者
を
ひ
き
つ

け
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
本
書
は
、
地
域
的
に
は
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
だ
け
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
の

で
な
く
、
樺
太
ア
イ
ヌ
や
本
州
ア
イ
ヌ
も
等
し
く
歴
史
の
主
体
と
し
て
叙
述
し
よ
う

と
す
る
。
そ
の
際
に
、
樺
太
ア
イ
ヌ
や
本
州
ア
イ
ヌ
の
独
自
性
だ
け
で
な
く
、
北
海

道
ア
イ
ヌ
と
の
共
通
性
・
類
似
性
に
も
目
を
向
け
る
。
さ
ら
に
時
代
的
に
も
、
オ
ー

ソ
ド
ッ
ク
ス
な
先
史
〜
中
近
世
だ
け
で
な
く
、
考
古
学
を
主
た
る
方
法
に
据
え
な
が

ら
、
近
世
末
期
や
近
代
ま
で
も
対
象
に
含
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
叙
述
の
方
針
に
は

大
い
に
感
銘
を
受
け
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ペ
ー
ジ
数
の
配
分
の
う
え
で
は
、
そ
れ
ら
の

記
述
が
相
対
的
に
手
薄
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
先
行
研
究

の
蓄
積
の
厚
み
の
違
い
を
考
え
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
地
域
・
時
代
を
等
し
く
「
ア
イ

ヌ
考
古
学
」
の
対
象
と
し
て
描
こ
う
と
す
る
著
者
の
姿
勢
は
、
最
大
限
に
見
習
う
べ

き
と
感
じ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
全
体
と
し
て
大
変
読
み
応
え
が
あ
り
、
個
別
の
論
点
に
関

し
て
も
示
唆
さ
れ
る
点
が
多
か
っ
た
。
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
テ
ー
マ
に
初
め

て
接
す
る
読
者
に
も
、
刺
激
的
な
読
書
体
験
を
約
束
す
る
好
著
と
い
え
よ
う
。

（
Ａ
5
判
、
二
〇
八
頁
、
新
泉
社
、
二
〇
二
三
年
一
二
月
一
五
日
発
行
、
本
体
価
格

二
五
〇
〇
円
＋
税
）

（
み
の
し
ま
・
ひ
で
き　

北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）


